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むきばんだむきばんだむきばんだむきばんだ花花花花だよりだよりだよりだより
５月

◎イヌシデ◎イヌシデ◎イヌシデ◎イヌシデ（犬四手・犬幣・犬垂）、カバノキ科、クマシ（犬四手・犬幣・犬垂）、カバノキ科、クマシ（犬四手・犬幣・犬垂）、カバノキ科、クマシ（犬四手・犬幣・犬垂）、カバノキ科、クマシ

デ属、デ属、デ属、デ属、
雌雄同株、雌雄異花　雌雄同株、雌雄異花　雌雄同株、雌雄異花　雌雄同株、雌雄異花　○別名○別名○別名○別名：シロシデ・ソロ・ソネ。：シロシデ・ソロ・ソネ。：シロシデ・ソロ・ソネ。：シロシデ・ソロ・ソネ。○名前の由来○名前の由来○名前の由来○名前の由来：：：：

この仲間は果穂に特徴があり、玉ぐしや注連縄に付ける白い紙を折ったこの仲間は果穂に特徴があり、玉ぐしや注連縄に付ける白い紙を折ったこの仲間は果穂に特徴があり、玉ぐしや注連縄に付ける白い紙を折ったこの仲間は果穂に特徴があり、玉ぐしや注連縄に付ける白い紙を折った

「四手」に見立てた。「シデ」は、新芽が赤く美しい「アカシデ」に良「四手」に見立てた。「シデ」は、新芽が赤く美しい「アカシデ」に良「四手」に見立てた。「シデ」は、新芽が赤く美しい「アカシデ」に良「四手」に見立てた。「シデ」は、新芽が赤く美しい「アカシデ」に良

く似ていのに異なるので、「似て非なるもの」の「イナ」が「イヌ」にく似ていのに異なるので、「似て非なるもの」の「イナ」が「イヌ」にく似ていのに異なるので、「似て非なるもの」の「イナ」が「イヌ」にく似ていのに異なるので、「似て非なるもの」の「イナ」が「イヌ」に

転訛したようです。一般的に「イヌ」は、役に立たない物に使われると転訛したようです。一般的に「イヌ」は、役に立たない物に使われると転訛したようです。一般的に「イヌ」は、役に立たない物に使われると転訛したようです。一般的に「イヌ」は、役に立たない物に使われると

よく云われますが、犬は古い時代から狩猟や牧羊等など有用動物でありよく云われますが、犬は古い時代から狩猟や牧羊等など有用動物でありよく云われますが、犬は古い時代から狩猟や牧羊等など有用動物でありよく云われますが、犬は古い時代から狩猟や牧羊等など有用動物であり

疑問視されています。疑問視されています。疑問視されています。疑問視されています。○花言葉○花言葉○花言葉○花言葉：装飾。：装飾。：装飾。：装飾。○○○○イヌシデは、山野に普通に生イヌシデは、山野に普通に生イヌシデは、山野に普通に生イヌシデは、山野に普通に生

える樹高が２０mにもなる落葉高木です。この木は燃えにくいため薪にえる樹高が２０mにもなる落葉高木です。この木は燃えにくいため薪にえる樹高が２０mにもなる落葉高木です。この木は燃えにくいため薪にえる樹高が２０mにもなる落葉高木です。この木は燃えにくいため薪に

は不向きで、薪炭林には少なかったのですが近年の雑木林では主要な樹は不向きで、薪炭林には少なかったのですが近年の雑木林では主要な樹は不向きで、薪炭林には少なかったのですが近年の雑木林では主要な樹は不向きで、薪炭林には少なかったのですが近年の雑木林では主要な樹

種になっています。葉は長さ5㎝～7㎝で卵形、葉先は三角形状で、側脈種になっています。葉は長さ5㎝～7㎝で卵形、葉先は三角形状で、側脈種になっています。葉は長さ5㎝～7㎝で卵形、葉先は三角形状で、側脈種になっています。葉は長さ5㎝～7㎝で卵形、葉先は三角形状で、側脈

はアカシデ（7～15本）より多い12～15 本です。花は、早春（4～5月）はアカシデ（7～15本）より多い12～15 本です。花は、早春（4～5月）はアカシデ（7～15本）より多い12～15 本です。花は、早春（4～5月）はアカシデ（7～15本）より多い12～15 本です。花は、早春（4～5月）

に咲き、雄花は、カバノキ科らしく猫の尻尾のように黄褐色の穂状に咲に咲き、雄花は、カバノキ科らしく猫の尻尾のように黄褐色の穂状に咲に咲き、雄花は、カバノキ科らしく猫の尻尾のように黄褐色の穂状に咲に咲き、雄花は、カバノキ科らしく猫の尻尾のように黄褐色の穂状に咲

きます。花が終わると、大量の雄花序が落下します。雌花は、枝先につきます。花が終わると、大量の雄花序が落下します。雌花は、枝先につきます。花が終わると、大量の雄花序が落下します。雌花は、枝先につきます。花が終わると、大量の雄花序が落下します。雌花は、枝先につ

き鎌型に反った果苞（葉の様な付属体）の円錐状に付いた果穂を枝にぶき鎌型に反った果苞（葉の様な付属体）の円錐状に付いた果穂を枝にぶき鎌型に反った果苞（葉の様な付属体）の円錐状に付いた果穂を枝にぶき鎌型に反った果苞（葉の様な付属体）の円錐状に付いた果穂を枝にぶ

ら下げます。果苞は外に向かって開いていますが小さいので、あまり目ら下げます。果苞は外に向かって開いていますが小さいので、あまり目ら下げます。果苞は外に向かって開いていますが小さいので、あまり目ら下げます。果苞は外に向かって開いていますが小さいので、あまり目

立ちません。立ちません。立ちません。立ちません。○利用○利用○利用○利用：材は硬く、器具、家具材や椎茸原木・薪炭等に利：材は硬く、器具、家具材や椎茸原木・薪炭等に利：材は硬く、器具、家具材や椎茸原木・薪炭等に利：材は硬く、器具、家具材や椎茸原木・薪炭等に利

用されています。ただ、非常に硬いので加工が難しいようです。　★撮用されています。ただ、非常に硬いので加工が難しいようです。　★撮用されています。ただ、非常に硬いので加工が難しいようです。　★撮用されています。ただ、非常に硬いので加工が難しいようです。　★撮

影月日：30,5,12、★撮影場所：妻木山地区入口遮蔽林（植樹）影月日：30,5,12、★撮影場所：妻木山地区入口遮蔽林（植樹）影月日：30,5,12、★撮影場所：妻木山地区入口遮蔽林（植樹）影月日：30,5,12、★撮影場所：妻木山地区入口遮蔽林（植樹）
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カメムシのカメムシのカメムシのカメムシの
押し競饅頭？押し競饅頭？押し競饅頭？押し競饅頭？

◎ニワセキショウ◎ニワセキショウ◎ニワセキショウ◎ニワセキショウ（庭石菖）、アヤメ科、（庭石菖）、アヤメ科、（庭石菖）、アヤメ科、（庭石菖）、アヤメ科、

ニワセキショウ属、ニワセキショウ属、ニワセキショウ属、ニワセキショウ属、○原産地○原産地○原産地○原産地：北アメリカ。：北アメリカ。：北アメリカ。：北アメリカ。○別名○別名○別名○別名：シシリンチウム・ナンキ：シシリンチウム・ナンキ：シシリンチウム・ナンキ：シシリンチウム・ナンキ

ンアヤメ。ンアヤメ。ンアヤメ。ンアヤメ。○花言葉○花言葉○花言葉○花言葉：繁栄、豊かな感情、豊富。：繁栄、豊かな感情、豊富。：繁栄、豊かな感情、豊富。：繁栄、豊かな感情、豊富。○名前の由来○名前の由来○名前の由来○名前の由来：葉が、サトイ：葉が、サトイ：葉が、サトイ：葉が、サトイ

モ科ショウブ属の「セキショウ（石菖）」に似ていて、庭に良く見られることモ科ショウブ属の「セキショウ（石菖）」に似ていて、庭に良く見られることモ科ショウブ属の「セキショウ（石菖）」に似ていて、庭に良く見られることモ科ショウブ属の「セキショウ（石菖）」に似ていて、庭に良く見られること

での命名です．なを、「石菖」は漢名（日本語読みして「セキショウ」で、での命名です．なを、「石菖」は漢名（日本語読みして「セキショウ」で、での命名です．なを、「石菖」は漢名（日本語読みして「セキショウ」で、での命名です．なを、「石菖」は漢名（日本語読みして「セキショウ」で、

「菖蒲（ショウブ）」の別名です。なを、ショウブはアヤメ科のハナショウブ「菖蒲（ショウブ）」の別名です。なを、ショウブはアヤメ科のハナショウブ「菖蒲（ショウブ）」の別名です。なを、ショウブはアヤメ科のハナショウブ「菖蒲（ショウブ）」の別名です。なを、ショウブはアヤメ科のハナショウブ

とは全く別種で。サトイモ科の植物です。とは全く別種で。サトイモ科の植物です。とは全く別種で。サトイモ科の植物です。とは全く別種で。サトイモ科の植物です。○分布○分布○分布○分布：明治時代に観賞用として、：明治時代に観賞用として、：明治時代に観賞用として、：明治時代に観賞用として、

北米から渡来した外来種ですが、現在は各地で野生化しています。花を見た印北米から渡来した外来種ですが、現在は各地で野生化しています。花を見た印北米から渡来した外来種ですが、現在は各地で野生化しています。花を見た印北米から渡来した外来種ですが、現在は各地で野生化しています。花を見た印

象はユリ科を思わせますが、アヤメ科の多年草です。小さな花の花弁は６枚に象はユリ科を思わせますが、アヤメ科の多年草です。小さな花の花弁は６枚に象はユリ科を思わせますが、アヤメ科の多年草です。小さな花の花弁は６枚に象はユリ科を思わせますが、アヤメ科の多年草です。小さな花の花弁は６枚に

分かれ、花色は白色と赤紫色が有り，中央部」は黄色です。花は受精すると、分かれ、花色は白色と赤紫色が有り，中央部」は黄色です。花は受精すると、分かれ、花色は白色と赤紫色が有り，中央部」は黄色です。花は受精すると、分かれ、花色は白色と赤紫色が有り，中央部」は黄色です。花は受精すると、

一日で萎んでしまいます。仲間には、同じ北アメリカ原産のアイイロニワゼキ一日で萎んでしまいます。仲間には、同じ北アメリカ原産のアイイロニワゼキ一日で萎んでしまいます。仲間には、同じ北アメリカ原産のアイイロニワゼキ一日で萎んでしまいます。仲間には、同じ北アメリカ原産のアイイロニワゼキ

ショウやオオニワゼキショウ、キバナニワゼキショウが有ります。ショウやオオニワゼキショウ、キバナニワゼキショウが有ります。ショウやオオニワゼキショウ、キバナニワゼキショウが有ります。ショウやオオニワゼキショウ、キバナニワゼキショウが有ります。

★撮影月日：30,5,12, ★撮影場所：妻木山地区、★撮影月日：30,5,12, ★撮影場所：妻木山地区、★撮影月日：30,5,12, ★撮影場所：妻木山地区、★撮影月日：30,5,12, ★撮影場所：妻木山地区、
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◎シロバナマンテマ◎シロバナマンテマ◎シロバナマンテマ◎シロバナマンテマ（漢字名不詳）、ナデシコ科（漢字名不詳）、ナデシコ科（漢字名不詳）、ナデシコ科（漢字名不詳）、ナデシコ科

マンテマ属、マンテマ属、マンテマ属、マンテマ属、○別名○別名○別名○別名：なし。：なし。：なし。：なし。○和名○和名○和名○和名：白色~淡紅色の花を見せるマンテ：白色~淡紅色の花を見せるマンテ：白色~淡紅色の花を見せるマンテ：白色~淡紅色の花を見せるマンテ

マの意．因みにマンテナの語源不詳。マの意．因みにマンテナの語源不詳。マの意．因みにマンテナの語源不詳。マの意．因みにマンテナの語源不詳。

○名前の由来○名前の由来○名前の由来○名前の由来：諸説有るようですがはっきりした由来は不明なようで：諸説有るようですがはっきりした由来は不明なようで：諸説有るようですがはっきりした由来は不明なようで：諸説有るようですがはっきりした由来は不明なようで

す。原産地は中～南ヨーロッパで江戸時代（弘文年間）に渡来した帰す。原産地は中～南ヨーロッパで江戸時代（弘文年間）に渡来した帰す。原産地は中～南ヨーロッパで江戸時代（弘文年間）に渡来した帰す。原産地は中～南ヨーロッパで江戸時代（弘文年間）に渡来した帰

化植物 、観賞用に庭に植えたものが野生化しました。化植物 、観賞用に庭に植えたものが野生化しました。化植物 、観賞用に庭に植えたものが野生化しました。化植物 、観賞用に庭に植えたものが野生化しました。○○○○全草が白色の全草が白色の全草が白色の全草が白色の

長細毛に覆われ、葉は、長さ1~2㎝、幅2～４㎜程度の楕円形、縁部は長細毛に覆われ、葉は、長さ1~2㎝、幅2～４㎜程度の楕円形、縁部は長細毛に覆われ、葉は、長さ1~2㎝、幅2～４㎜程度の楕円形、縁部は長細毛に覆われ、葉は、長さ1~2㎝、幅2～４㎜程度の楕円形、縁部は

全全全全

緑、先端部は円頭で茎に対生します。５～6 月頃、茎の上部に穂状花緑、先端部は円頭で茎に対生します。５～6 月頃、茎の上部に穂状花緑、先端部は円頭で茎に対生します。５～6 月頃、茎の上部に穂状花緑、先端部は円頭で茎に対生します。５～6 月頃、茎の上部に穂状花

序を出し、筒状の小花を付けます。花冠は、白色、淡桃色、桃色、藤序を出し、筒状の小花を付けます。花冠は、白色、淡桃色、桃色、藤序を出し、筒状の小花を付けます。花冠は、白色、淡桃色、桃色、藤序を出し、筒状の小花を付けます。花冠は、白色、淡桃色、桃色、藤

色がります。また、この属の植物には粘液性の分泌布物を出すものが色がります。また、この属の植物には粘液性の分泌布物を出すものが色がります。また、この属の植物には粘液性の分泌布物を出すものが色がります。また、この属の植物には粘液性の分泌布物を出すものが

多いそうです。多いそうです。多いそうです。多いそうです。

★撮影月日：30,5,12,  ★撮影場所：妻木新山休憩所付近、★撮影月日：30,5,12,  ★撮影場所：妻木新山休憩所付近、★撮影月日：30,5,12,  ★撮影場所：妻木新山休憩所付近、★撮影月日：30,5,12,  ★撮影場所：妻木新山休憩所付近、
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                        ★★★★むきばんだをむきばんだをむきばんだをむきばんだを歩歩歩歩くくくく会会会会★★★★

・・・・指導：鷲見寛幸先生（鳥取県自然観察指導員）指導：鷲見寛幸先生（鳥取県自然観察指導員）指導：鷲見寛幸先生（鳥取県自然観察指導員）指導：鷲見寛幸先生（鳥取県自然観察指導員）

・・・・毎月第１土曜日午前９時３０分～正午毎月第１土曜日午前９時３０分～正午毎月第１土曜日午前９時３０分～正午毎月第１土曜日午前９時３０分～正午

・・・・入会金　２０００円　　毎回資料代　３００円　　いつでも、どなたでも入会可能です入会金　２０００円　　毎回資料代　３００円　　いつでも、どなたでも入会可能です入会金　２０００円　　毎回資料代　３００円　　いつでも、どなたでも入会可能です入会金　２０００円　　毎回資料代　３００円　　いつでも、どなたでも入会可能です

・・・・問い合わせ：むきばんだ応援団「むきばんだをあるく会」問い合わせ：むきばんだ応援団「むきばんだをあるく会」問い合わせ：むきばんだ応援団「むきばんだをあるく会」問い合わせ：むきばんだ応援団「むきばんだをあるく会」
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